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ブ
ル
ー
ス
ト
の

「
里
山
」のイ
メ
ー
ジ

棲

木

泰

行

か
つ
て
こ
の
小
説
家
の
表
色

(1
>

語
の
使
用
頻
度
を
調
査
し
、
そ
の
資
料
に
も
と
守
つ
い
て
「
モl
ヴ
色
」
と
「
青
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
同

ブ
ル
ー
ス
ト
冨

ω
足
。
－
一
司
一
問
。

d
ω
、
吋
（H∞
コ
i
H
C
M
M）
の
色
彩
光
学
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
と
し
て
、

じ
試
み
の
一
環
と
し
て
「
黒
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
用
例
を
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ブ
ル
ー
ス
ト
が
生
涯
を
か
け
て
書
き
残
し
た
唯
一
の
長
編
小
説
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
〉

F
R
S
O
R

宮
内
山
口
信
自
官
官
三
ロ

（H
C
H
ω
j
H
U
N
3
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
ド
版
で
三
巻
、
合
計
三
一
一
六
ペ
ー
ジ
、
邦
訳
で
は
筑
摩
世
界
文
学
大
系
・
三
巻
五
冊
（
既
刊
四

一
九
七
六
年
に
ア
ラ
ン
・
H

・
パ
ス
コ
が

《k
r
F
B
の
F
R
S
O
仏
ロ
件
。B
志
向
指

E
5
3
と
題
す
る
注
目
す
べ
き
一
書
を
刊
行
し
た
。
著
者
は
ブ
ル
ー
ス
ト
の
全
表
色
語
を
司

E
w
w

冊
〉
の
分
量
に
な
る
。
こ
の
小
説
作
品
の
色
彩
語
に
つ
い
て
は
、

去
、
吋
『
σ

ハu
o－
。H
Y
W
O
M
1
ω

件
。

同
色
・
回
目
ロ
o
w
冨
包
括
七
日
。
－o
F
J
F－Z
ラ
回
5
4
司
P
O
B

口
問
？
のB
O
D

－
盟
問
。w
’
のE
M
－
－
巧
庄
件
。
の
十
種
の
g

口
問
。
に
分
類
し
、

各
系
列
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
色
彩
学
で
「
色
の
連
想
」
g
Z
2
5
8

己
主
古
口
と
い
わ
れ
る
現
象
の
側
面
か
ら
特
徴
的
な
用
例
を
考
察

し
、
ブ
ル
ー
ス
ト
が
色
彩
を
ど
の
よ
う
な
観
念
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
結
び
つ
け
て
い
る
か
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
著
者
が
明
ら
か

に
す
る
特
徴
は
、
選
択
・
引
用
さ
れ
る
用
例
の
性
格
、
種
類
、
数
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
多
少
と
も
主
観
的
、
任
意
的
性
格
を
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お
び
ざ
る
を
え
な
い
し
、

ま
た
、
色
彩
の
分
類
法
に
も
異
論
の
余
地
が
な
く
は
な
い
。
し
か
し
使
用
頻
度
な
ど
の
統
計
的
資
料
は
正
確



で
信
頼
で
き
る
。
そ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
『
失
わ
れ
た
時
』
の
色
彩
一
語
頻
度
は
合
計
二
四
三

O
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
1

位
は
黄
色

系
三
九
四
（
金
色
、
二
三
五
、
ブ
ロ
ン
ド
八
四
、
黄
色
七O
、
そ
の
他
五
）
、
2

位
、
赤
色
系
三
七
八
、
3

位
、
白
色
系
三
七
て

4 
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位
、
黒
、
灰
色
系
三
五
五
（
黒
二
五
九
、
灰
色
九
三
、
そ
の
他
三
）
、
5

位
、
青
色
系
三
一
七
、
6

位
、
ピ
ン
ク
系
二
八
六
（
ば
ら
色

二
六
八
、
そ
の
他
一
八
〉
、
7

位
、
緑
色
系
二
三
一
、
8

位
、
モ
i

ヴ
、

ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
系
一
O
八
、
9

位
、
茶
色
系
八
一
、
叩
位
、

オ
レ
ン
ジ
系
一
八
の
順
で
あ
る
。

赤
、
白
が
上
位
を
占
め
る
点
は
多
く
の
作
家
に
共
通
す
る
。
黄
金
色
が
多
い
こ
と
は
、
太
陽
讃
歌
の
子
で
あ
る
ブ
ル
ー
ス
ト
の
昼
光

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ヴ
ィ

i

は
金
色

S
F
品
。
芯
み
件
。
・
〉
の
用
例
一
一
一
一
例
を
集
め
、
若
干
の
注
解

(3
>

と
考
察
を
加
え
て
『
ブ
ル
ー
ス
ト
の
黄
金
』
と
題
す
る
一
冊
の
興
味
深
い
書
物
を
刊
行
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

の
詩
学
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、

ブ
ル
ー
ス
ト
に
あ
っ
て
金
色
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
の
は
青
で
あ
る
が
、
黒
も
ま
た
そ
れ
に
劣
ら
な
い
。
里
山
の
詩
人
と
も
い
わ
れ
る

(4
) 

ポ
l

ド
レ

l

ル
の
『
悪
の
華
』
は
、
黒
七
七
、
白
二
七
、
青
二
O
、
赤
一
七
と
、
さ
す
が
に
黒
が
多
い
。
黒
が
一
位
を
占
め
る
の
は
、

フ
ロ
i

ベ
l

ル
の
『
ボ
ヴ
ァ
リ
！
夫
人
』
も
同
じ
で
あ
る
。

先
に
あ
げ
た
パ
ス
コ
は
、
ブ
ル
ー
ス
ト
の
黒
と
灰
色
を
同
系
色
と
し
て
一
つ
の
章
で
扱
い
、
そ
の
章
を

a
d
Fの
W
’
のB
M
可
ミ
ロ
g
s

ω
ロ
島
問
g
R

円
ゅ
の
位
。
ロ
ョ
と
題
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
。
ブ
ル
ー
ス
ト
の
黒
は
人
間
の
肉
体
の
死
ば
か
り
で
な
く
、
愛
の
死
や
夢
の

(5v 

一
方
、
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
話
者
の
祖
母
は
そ
の
死
後
、
灰
色
と
と
も
に
復
活
す
る
。

死
、
ま
た
種
々
の
破
壊
に
結
び
つ
け
ら
れ
、

色
の
連
想
、
象
徴
性
な
ど
の
観
点
か
ら
み
て
、

一
般
に
黒
は
ど
う
い
う
色
で
あ
ろ
う
か
。
塚
田
敢
『
色
彩
の
美
学
』

に
よ
れ
ば
、

「
黒
は
閣
の
色
で
あ
っ
て
、
不
吉
さ
や
悪
を
意
味
し
、
沈
黙
や
地
獄
を
表
わ
す
。
黒
を
喪
の
色
と
す
る
の
は
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
イ

ラ
ク
や
ス
イ
ス
な
ど
洋
の
東
西
を
間
わ
ず
多
い
。
タ
イ
で
も
以
前
は
白
が
喪
の
色
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
黒
に
代
わ
っ
た
。
わ
が
国
で

も
「
腹
黒
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
西
洋
で
も
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
里
山
は
悪
の
シ
ン
ボ
ル
に
用



い
ら
れ
て
い
る
」
。
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
の
色
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
里
山
は
伝
統
的
な
喪
の
色
で
あ
っ
て
、
受
苦

日
（
の
。
。
弘
司
邑
ミ
）
に
対
す
る
礼
拝
の
色
と
さ
れ
た
」
の
で
あ
り
、
「
黒
は
死
の
悲
し
み
と
墓
の
暗
さ
を
象
徴
し
て
い
る
」
と
い
う
。

赤
池
鉄
土
『
英
語
色
彩
の
文
化
誌
』
で
も
「
黒
は
夜
の
色
で
あ
り
、
罪
悪
や
犯
罪
の
色
で
も
あ
る
。

黒
は
不
吉
、
悲
哀
、
絶

ま
た
、

望
、
恐
怖
、
沈
黙
、
死
、
地
獄
、
敗
北
、
妨
害
、

(7
>

喪
色
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

不
気
嫌
、
程
度
な
ど
を
表
わ
し
、

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
グ
を
は
じ
め
多
く
の
国
の

日
本
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
黒
」
を
表
わ
す
の
は
形
容
詞
ま
た
は
名
詞
の
H
5
日
円
で
あ
る
。
他
に
ロ
。
町
伊
丹
H
1
0（
黒
味
を
お
び
た
〉
、
ロa
R
o
g吋

ハ
黒
さ
〉
と
動
詞
の
ロ
♀
R

町
、
が
あ
る
。
］V
m凶
巳
同
。σ
0
2
の
仏
語
辞
典
で
は
こ
れ
ら
の
全
体
に
大
版
約
2

ペ
ー
ジ
半
を
当
て
て
い
る
。

形
容
詞
の
口
。
町
の
一
般
の
意
味
は
「
黒
い
」
の
ほ
か
に
、
「
黒
人
の
」
、
「
よ
ご
れ
た
」
、
「
暗
い
」
が
あ
り
、
精
神
的
意
味
と
し
て
「
陰

う
つ
な
」
、
「
悪
意
の
あ
る
」
、
「
悪
い
〈
非
合
法
の
ご
な
ど
が
あ
る
。
名
詞
で
は
「
喪
」
の
意
味
に
も
な
り
、
憂
う
つ
や
悲
観
を
象
徴

プルーストの「黒」のイメージ〈樫木〉

す
る
色
で
も
あ
る
。

ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
ォ
ン
社
の
『
象
徴
辞
典
』
の
き
町

心
理
分
析
的
観
点
か
ら
の
黒
の
意
味
が
注
意

の
項
で
は
、

悪
、
不
安
、

悲

を
ひ
く
。
黒
は
す
べ
て
の
色
、
光
の
不
在
と
み
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
カ
オ
ス
、
虚
無
、
夜
空
、
夜
の
地
の
闇
、

ま
た
聖
書
の
「
一
粒
の
麦
」
を
受
け
て
育
て
る
「
肥
沃
な
大
地
」
の
色
で
あ
り
、

「
こ
の
大
地
は
墓
を
含
む
た
め
、
死
者
の
滞
在
す
る
場
所
と
な
り
、
死
者
の
再
生
を
準
備
す
る
」
そ
の
よ
う
な
大
地
の
色
で
も
あ
る
。

し
み
、
無
意
識
、
死
」
を
喚
起
す
る
色
で
あ
る
が
、

ブ
ル
ー
ス
ト
の
里
山
は
、
し
か
し
必
ず
し
も
以
上
の
よ
う
な
一
般
的
な
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
お
び
て
用
い
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

ブ
ル
ー
ス
ト
が
色
彩
を
用
い
る
の
は
何
よ
り
も
、
彼
に
と
っ
て
何
ら
か
の
価
値
を
も
っ
て
い
た
、

ま
た
も
っ
て
い
る
存
在
を
、
彼
の
文

学
的
空
間
を
構
築
す
る
た
め
の
貴
重
な
マ
チ
エ
l
ル
と
し
て
新
た
に
価
値
づ
け
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
同
時
的
に
、
そ
こ
に

心
理
的
効
果
が
意
識
、
計
算
さ
れ
、
あ
る
い
は
夢
想
的
な
価
値
づ
け
が

色
彩
調
和
や
色
彩
対
比
の
絵
画
的
効
果
、
あ
る
い
は
象
徴
的
、

107 

お
こ
な
わ
れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。



小
説
家
の
む
し
ろ
無
意
識
的
な
レ
ベ
ル
の
執
着
を
示
す
と
み
ら
れ
る
彩
色
（H
価
値
づ
け
）
と
し
て
は
、
黒
を
女
性
の
髪
の
色
に
使108 

っ
た
例
が
黒
の
使
用
例
の
な
か
で
も
っ
と
も
多
く
、
一
二
例
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
話
者
の
母
の
髪
〈
例
必
〉
、
ラ
シ
ェ
ル
の
髪
ハ
例

ぬ
〉
、
ア
ル
ベ
ル
チl
ヌ
（
例
∞
∞
、
位
、
%
、et
c

合
計
一
四
例
）
、
ア
ン
ド
レ
（
例
町
〉
、
そ
の
他
、
エ
ル
ス
チ
ー
ル
夫
人
、
パ
ル
ム

大
公
夫
人
も
黒
髪
で
あ
る
。
習
作
小
説
『
ジ
ャ
ン
・
サ
ン
ト
ヮ
イ
ユ
』
の
主
人
公
ジ
ャ
ン
の
髪
が
ブ
ロ
ン
ド
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、

『
失
わ
れ
た
時
』
の
話
者
自
身
も
ま
た
黒
髪
で
あ
る
（
国
w
5
ω
む
〉
。
こ
こ
に
は
ブ
ル
ー
ス
ト
の
小
説
美
学
と
と
も
に
彼
の
黒
髪
に
た

い
す
る
一
種
の
オ
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
九
O
五
年
九
月
二
十
六
日
に
最
愛
の
母
を
失
っ
た
ブ
ル
ー
ス
ト
は
、
翌
二
十
七
日
に
ノ
ア
イ
ユ
夫
人
に
宛
て
た
手
紙
で
、
母
は
五

十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
病
気
に
な
っ
て
痩
せ
細
っ
て
か
ら
は
三
十
歳
く
ら
い
の
若
さ
に
見
え
、
「
お
母
さ
ん
は
白
髪
は
一
本
も
あ

(9
) 

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
母
の
そ
の
黒
い
髪
は
、
父
（
H

失
）
を
失
っ
た
あ
と
の
母
の
黒
い
喪
服
と
と
も
に
、

や
が
て
ブ
ル
ー
ス
ト
に
と
っ
て
深
い
象
徴
性
を
お
び
て
彼
の
小
説
の
な
か
で
変
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ー
ス
ト
の
黒
の
全
用
例
を
一
望
す
る
た
め
に
は
引
用
は
非
常
に
短
か
い
ほ
う
が
よ
い
。
し
か
し
用
法
の
特
徴
を
う
か
が
う
た
め

つ
づ
れ
織
を
思
わ
せ
る
重
層
的
な
ブ
ル
ー
ス

ト
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
、
予
想
以
上
に
困
難
で
あ
っ
た
。
紙
数
の
都
合
で
二
五
九
例
す
べ
て
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
全

に
は
あ
る
程
度
の
文
脈
が
ほ
し
い
。
こ
の
矛
盾
に
立
っ
て
ど
の
部
分
で
切
り
取
る
か
は
、

コ
一
巻
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
に
相
当
す
る
第
一
巻
の
用
例
（
九
九
例
〉
の
み
こ
こ
に
あ
げ
た
い
。
こ
れ
だ
け
の
量
で
も
、
ブ
ル
ー
ス
ト

の
「
黒
」
の
特
徴
は
充
分
に
想
像
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



門
用
例
】

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』

（
川
山
〉

k
r
F・
〉
問
問
。
国
何
回
耐
の
回
開
U
C
吋
間
宮
司
印
可
開
河
口
C

「
ス
ワ
ン
家
の
ほ
う
へ
」
巴
回
忌
広
島
。
一
員
法
。

N

担
当
曾
富
岡

（
話
者
「
私
」
の
幼
少
年
期
の
田
舎
町
コ
ン
プ
レl
）
そ
こ
に
住
む
に
は
、

コ
ン
プ
レ
ー
は
す
こ
し
陰
気
だ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、

町
の
ど
の
通
り
も
、
両
側
の
家
々
が
こ
の
地
方
の
黒
ず
ん
だ
石
材
で
建
て
ら
れ
（
一
三
ニ
〉
＼
〉
三
E
E
Z
？
の
。
B
σ
g
可

b
g
伊
丹
ロ
ロ

ブルーストの「黒」のイメージ〈棲木〉

H
V
Oロ区

ω
F
8
5
5
0
ω
2
2
2

品
。E

－g

自
己
8
5
8
5

可
5
2
8

唱
宮
崎
同
2
5

町
宮
崎g

含
宮
司
ω
・
：
公
∞
〉

2 

ハ
コ
ン
プ
レ
i

の
教
会
〉
そ
の
古
い
正
面
玄
関
、
・
：
そ
れ
は
黒
く
て
（
四
O
）
＼
印
。D
i
g
u
内
唱
。5
r
o
－
－J
E
L
円

G
U）

3 

大
地
が
ま
だ
む
き
だ
し
で
黒
か
っ
た
の
を
（
四
一
〉
＼
D
5
F
Z
R
。
宮
件
。
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燃
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＼
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、
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（
独
創
的
な
作
家
た
ち
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
ス
ワ
ン
の
場
合
も
）
腹
黒
い
意
図
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
こ
ま
せ
た
の
は
、

彼
の
用
語
が
耳
新
し
い
か
ら
で
あ
っ
た
（
一
七
二
）
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代
b
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芹
宮
口
。
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（
真
夜
中
、
オ
デ
ッ
ト
の
住
居
の
あ
る
裏
通
り
。
金
色
の
ふ
か
し
ぎ
な
果
肉
を
し
ぼ
り
だ
し
て
い
る
よ
う
な
一
つ
の
窓
だ
け
を
除

い
て
）
そ
の
界
隈
は
す
っ
か
り
人
通
り
が
た
え
、
す
べ
て
が
閣
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
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宮
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（
つ
と
め
を
や
め
た
か
わ
い
い
縫
子
が
住
む
建
物
の
〉

暗
い
、
い
や
な
匂
の
こ
も
っ
た
、

ふ
み
は
ず
し
そ
う
な
階
段
会
二

O
〉

＼
目
。ω
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（
カ
ン
プ
ル
メ
l

ル
夫
人
は
、

髪
か
ざ
り
の

イ
ヤ
リ
ン
グ
の
大
粒
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
デ
コ
ル
テ
の
肩
の
パ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
〉

黒
ぶ
ど
う
の
実
を
挿
し
な
お
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
一
二
二
〉
＼
（
冨
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ま
た
た
く
ま
に
宵
聞
が
ひ
ろ
が
ろ
う
と
し
て
い
る
（
二
四
五
）
＼
ロ
ロo
E

岡
山
仲

〈
ス
ワ
ン
睡
眠
中
、
あ
る
夢
の
た
そ
が
れ
の
な
か
〉

図
。
即
時
。
凶
日
目
印
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（
向
上
〉
突
然
真
暗
闇
に
な
っ
た
（
二
四
六
〉
＼
巴
D
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立
E
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S
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宮

Z
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ロ

g
g
M
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（
「
一
時
二
十
二
分
の
汽
車
」
が
話
者
に
想
像
さ
せ
る
町
の
一
つ
）そ
の
ア
ク
サ
ン
・
テ
ギ
ュ
が
黒
木
の
枠
で
、
古
び
た
ガ
ラ
ス

戸
を
菱
形
に
仕
切
っ
て
い
る
ヴ
ィ
ト
レ
認
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（
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五
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（
シ
ャ
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u

ゼ
リ
ゼ
に
遊
び
に
く
る
ジ
ル
ベ
ル
ト
を
お
も
う
話
者
の
希
望
と
不
安
。
バ
ル
コ
ン
の
石
が
快
晴
の
金
色
に
染
ま
り
だ
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し
、
そ
の
金
色
の
上
に
は
、
手
摺
の
鉄
棒
の
）
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の
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五
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太
陽
が
顔
を
あ
ら
わ
し
て
、
バ
ル
コ
ン
を
被
っ
て
い
る
雪
の
マ
ン
ト
の
上
に
、
金
色
の
糸
を
通
し
、
黒
い
手
摺
の
影
を
刺
繍
す
る
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白
い
雪
の
芝
生
は
、
除
雪
さ
れ
た
小
道
の
つ
く
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黒
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（
ジ
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ベ
ル
ト
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友
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た
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友
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の
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た
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つ
ぽ
つ
と
黒
く
や
っ
て
き
た

（
二
五
八
）
＼ω
g

阿
世
自
問
g
R

ユ
芯
吋
g
F
S
E
2
5

山g
m
ω
R
E
D
O

山
向
。
（
ω
C
C）

46 

（
話
者
の
母
〉
朝
早
く
か
ら
マ
マ
に
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吻
す
る
た
め
に
サ
ロ
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に
は
い
っ
て
ゆ
く
と
、

マ
マ
は
す
で
に
身
仕
度
が
と
と
の
い
、
す

っ
か
り
巻
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あ
げ
た
黒
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塔
が
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と
に
そ
び
え
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っ
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し
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手
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（
名
悲
劇
女
優
ラ
・
ベ
ル
マ
の
黄
金
の
声
が
朗
唱
す
る
で
あ
ろ
う
詩
句
）い
ま
ま
で
は
印
刷
さ
れ
た
本
の
ベ
l

ジ
に
単
に
黒
と
白
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（
ジ
ル
ベ
ル
ト
が
使
っ
て
く
る
書
簡
築
の
一
つ
。
用
紙
の
片
隅
に
、
金
文
字
で
横
書
き
に
さ
れ
た
そ
の
名
は
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黒
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印
刷
さ
れ
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（
ス
ワ
ン
が
い
だ
く
仮
定
〉
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デ
ッ
ト
の
じ
つ
は
潔
白
で
あ
る
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を
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の
嫉
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ハ
話
者
が
初
め
て
見
る
憧
れ
の
老
作
家
ベ
ル
ゴ
ッ
ト
）

か
た
つ
む
り
の
殻
の
形
を
し
た
赤
鼻
と
、
黒
い
顎
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（
向
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〉
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〈
向
上
。
ゆ
っ
く
り
と
、
繊
細
に
、
鐘
乳
石
の
よ
う
に
、一
滴
一
滴
と
、
彼
の
著
書
の
透
明
な
美
で
丹
念
に
私
が
つ
く
っ
て
い
っ

た
、
あ
の
ベ
ル
ゴ
ッ
ト
の
す
べ
て
は
、
無
用
の
も
の
と
な
り
、
残
る
の
は
そ
の
鼻
と
）
黒
い
顎
ひ
げ
（
三
五
六
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（
ス
ワ
ン
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で
出
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味
を
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（
褐
色
の
肌
の
女
ラ
シ
ェ
ル
）
そ
の
き
ゃ
し
ゃ
な
細
面
は
、
縮
ら
せ
た
黒
い
髪
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と
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ま
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（
普
段
着
姿
の
ス
ワ
ン
夫
人
。
そ
の
ス
カ
ー
ト
は
、
濃
い
赤
か
オ
レ
ン
ジ
か
の
、
あ
の
く
す
ん
だ
美
し
い
色
あ
い
の
一
種
で
、
昔
の

裾
か
ざ
り
を
し
の
ば
せ
る
）
幅
の
ひ
ろ
い
、
黒
レ
I

ス
の
テ
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が
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ハ
来
客
日
に
お
け
る
ス
ワ
ン
夫
人
の
、
白
の
タ
フ
タ
、
節
織
絹
、
青
い
ビ
ロ
ー
ド
・
サ
テ
ン
等
々
の
美
し
い
ド
レ
ス
の
一
つ
〉
腕

を
さ
し
だ
す
と
き
の
一
種
気
品
に
満
ち
た
極
度
の
つ
つ
し
み
深
さ
は
、

自
に
見
え
る
も
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の
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と
な
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た
め
に
、
黒
の
ク
レ
ー
プ
・

デ
シ
ン
に
身
を
装
っ
て
（
四

O
三
〉
＼
ロ
ロ
ゆω
。
2
0

号
芯

ω
R
J
1
0
g
H
V吋D
5
0
0
仲
間
】F
E
O

門
町
内
出ω
片
山
口2
Z
D
己
自

ω
F
P
3
ロ

向
日
ぜ
〈
ω
ロ
の
ぬ
同
－
m
w
V円m
g
m
w〈
ω
芹
・
℃
。
口
同
・
品
。
〈

O
出
町
〈
即
位σ
－0
・
同
－m
w〈
h
V
4
い
ロ
同w
m－w－w
m
w
E
w

出
A
M
A
r
－
－
・
角
同
居
合
時
－

m唱
。
品
。
合
同
岡
山
田
。
図
。
即
時
（

G
N
C〉

62 

（
ス
ワ
ン
夫
人
の
、
肩
口
の
軽
い
ふ
く
ら
み
で
一
八
三
O
年
型
の
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パ
フ
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リ
l
ヴ
」
が
し
の
ば
れ
る
）
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サ
テ
ン
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ド
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（
モ
l
ヴ
色
の
日
傘
と
衣
裳
の
ス
ワ
ン
夫
人
を
と
り
か
こ
む
男
た
ち
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）
黒
か
グ
レ
！
の
従
順
な
集
団
（
四
二
ニ
〉
＼
－O
R
E
L
g

。
ロ

m
ユ
ω
ぬ
阿
世
間
関Z
E
t
忠
宮
田
。
σ
企
ω
ω
ω
ロ
件
。
（
∞
ω
∞
）

64 

（
『
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ヴ
ィ
ニ
ェ
夫
人
の
手
紙
』
か
ら
の
引
用
文
中
〉
黒
衣
や
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衣
の
修
道
士
た
ち
（
四
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四
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＼
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図
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コ
ン
ブ
レ
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の
鐘
の
音
の
よ
う
な
、
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汽
車
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の
一
つ
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四
分
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早
朝
、
バ
ル
ベ
ッ
ク
に
向
う
汽
車
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窓
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さ
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時
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品
）

67 

（
嵐
の
く
る
前
兆
で
）
バ
ル
ベ
ッ
ク
で
は
暗
く
な
っ
て
い
る
の
に
（
四
三
七
〉
＼
宮
口
合
E
A
R
口
貯
ぽ
弘
仲
間
。
即
時
伊
国

ω
5
0
0
118 

（
∞
寸
∞
〉
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（
パ
ル
ベ
ッ
ク
の
グ
ラ
ン
ド
H

ホ
テ
ル
の
客
、
爵
位
を
も
っ
た
あ
る
金
持
ち
の
老
婦
人
の
ν
黒
い
ウ
I

ル
の
ド
レ
ス
や
流
行
お
く

れ
の
ポ
ネ
ッ
ト
（
四
三
九
）
＼

8
5
Z

品
。
宮
山
S
E
L
2
2
8

ロ

σ
。
ロ
ロ
ゆ
丹
念
日
。
念
（
ミ
∞
）
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夜
の
暗
が
り
の
な
か
で
は
ハ
四
四
一
）
＼
合
口
ω

宮
周
囲
岡
山
骨
更
比
一
8
8
∞
N
）

70 

社
会
主
義
は
ヴ
ィ
ル
パ
リ
ジ
夫
人
の
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
き
ら
い
な
思
想
だ
っ
た
（
四
五
九
）
＼

g

巳
己
ぽ
B
O
－
－
－b
g
昨
日
m
V
官
。

g

即
時
。
合
冨
目
。
号
ヨ
ロ
岳
民
宮
町
Q
C
U）
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（
友
人
ブ
ロ
ッ
ク
の
セ
リ
フ
〉
暗
黒
の
女
神
ケ
I

ル
が
ぼ
く
を
ひ
っ
つ
か
ん
で
（
四
八
二
〉
＼
』gz
n
a
g

岡
町
5
0
8

区
ω
路

（
日
ぷ
印
〉
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（
カ
ジ
ノ
の
ま
え
で
私
を
見
つ
め
て
い
た
、
四
十
が
ら
み
の
、
非
常
に
背
の
高
い
、
か
な
り
ふ
と
っ
た
〉
真
黒
な
口
ひ
げ
の
男
〈
四

八
六
〉
＼
ロ
ロ
E
s
s
o
－
－
－
ミ
ゅ
の
品
g
E

。
g
g
s
g

肯
官
同
支
払g
a

（a
H
）
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（
先
の
男
｜
実
は
ヴ
ィ
ル
パ
リ
ジ
夫
人
の
甥
の
シ
ャ
ル
リ
ュ
ス
男
爵
l

は
〉
黒
の
む
ぎ
わ
ら
の
力
ン
カ
ン
帽
を
目
深
に
お
ろ
し
（
四

八
六
〉
＼
ロ
ロg
n

。
広
角
品
。
唱
笹
山
＝
。
里
》
同
一

g

品
。
巳
己
司B
E
D
m
g
H
O
B
g丘
（
u
d
N）
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（
ミ
ュ
ッ
セ
の
『
夜
』
の
詩
句
〉
・
：
行
く
は
ド
ミ
ノ
の
黒
い
服
、
／
い
わ
ゆ
る
ト
ッ
パ
ー
を
着
た
女
（
四
九
七
）
＼
：
・
司
包
括
含

E

ω
。
ロ
品
。
富
山
田
。
図
。
即
時
＼

F
ω
叶
。
宮
出
窓
口
。
（
U
1
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（
バ
ル
ベ
ッ
ク
の
未
知
の
少
女
た
ち
の
）
白
い
た
ま
ご
形
の
顔
、
黒
い
目
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
浮
か
び
あ
が
っ
て

み
ど
り
色
の
目
が
、

く
る
（
五
一
一
〉
／
b
5
2
m
R
S
O
S
－o
σ
F
D
P
含
ω

旬
。g
M
m
a
s
ι
2
3
R
S
円
Z
Q
C
C〉



フ。ルーストの「黒j のイメージ〈樫木〉

76 

黒
い
「
ポ
ロ
」
帽
を
目
深
に
か
ぶ
り
、
笑
を
ふ
く
ん
だ
よ
く
光
る
目
と
色
つ
や
の
わ
る
い
厚
い
頬
と
を
も
っ
た
少
女
（
五
二
二
〉

＼
5
0

己
目
。
ω
ロ
M
M
可O
R
E

－
－S
F

ュ
g
g
g
u

内

m
g
ω
ω
σ
ω〕2
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5

巳
g
w
8
5
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《
唱
。
問
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》

g
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守
口
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ご
R
8
5
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（
斗
∞
ω
）
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（
ポ
ロ
帽
を
目
深
に
か
ぶ
っ
た
こ
の
少
女
は
）

そ
の
目
か
ら
発
し
た
黒
い
光
が
、
私
と
か
ち
あ
っ
た
瞬
間
に
、は
た
し
て
私
を
見

た
で
あ
ろ
う
か
？
（
五
二
ニ
）
＼
E

ば
活
字
色
。
〈
ロ

m己
目
。

B
O
E

。
u
r
g

吉
田
居
。
山
崎
小
岡
田
剛
世
間
小
一
色
。
意
図
旬
。
回
凶
日
ば

g

芹

同
淀
川
口
。
。
ロ
片
岡
・

A山
叩
（u
d
h
H
一
）
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（
少
女
の
目
の
な
か
に
光
っ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
よ
く
知
ら
れ
な
い
も
の
〉

そ
の
本
人
が
い
だ
く
観
念
の
黒
い
影

79 
で
あ
り
（
五
一
四
）
＼
9
8
E

・
：
－
2
5

町
g

。
盟
国
肖g

島
g

庄
小
g
A
ロ
ゅ
の

2
2
5
8
F

芹

Q
G
S

め
の
う
の
よ
う
な
か
た
さ
で
、
い
か
に
も
重
そ
う
な
）
煤
の
よ
う
に
黒
い
、

ハ
夕
映
え
の
パ
ル
ベ
ッ
ク
。
岸
に
近
い
海
上
に
は
、

し
か
し
、

つ
や
の
あ
る
需
が
（
五
二
O
）
＼
《
凶
2
4

笹
唱2
2

円
宮
岡
田
。
即
時
品
。
富
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。S
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ω
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片
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D
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ω
〉
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ハ
月
の
よ
う
に
ま
る
い
赤
い
太
陽
の
そ
ば
に
、
黄
色
い
雲
が
湖
の
形
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
湖
面
に
）
黒
い
剣
が
い
く
つ
か
そ
の
岸

の
木
々
の
よ
う
に
姿
を
映
し
て
い
た
（
五
二
O
）
＼
仏
g

間
宮
山4
2
E
L
E

認
可
5

出
F
W
E

巳
ロ
低
門
官
。
－
g
ω

円
σ
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ω
巳
J
1
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（
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）

81 

（
夜
の
ホ
テ
ル
の
食
堂
、
こ
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
巣
箱
の
光
る
外
壁
に
）
貧
乏
人
や
物
見
高
い
人
の
群
れ
が
、
・
：
さ
む
い
風
で
か
じ

か
ん
だ
黒
い
房
の
よ
う
に
す
が
り
つ
く
の
で
あ
っ
た
（
五
二
一
）
＼p
m
g
g
b
2
3
5
5
ω
z
b
g
g

ユ
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－
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廿o
E
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g
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（
リ
ヴ
ベ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
、
珍
し
い
鳥
類
を
思
わ
せ
る
給
仕
人
）

119 

黒
い
み
ご
と
な
髪
の
冠
毛
を
つ
け
て
（
五
二
三
〉
＼
0
5
・

匂
E
s
b
p
g

句
。
号
。
ω

各
。
4
2
M
B
a
g

（
∞
呂
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ハ
一
台
の
馬
車
が
通
る
余
裕
し
か
な
い
）

120 

真
暗
な
閣
の
道
（
五
二
六
）
＼
2
ω
ω
g
t
o
g
－
－
－
。
町
出
向
丘
ω
巳
仲
間
同
岡
山
砕
き
同
店
（
∞
区
）
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（
ホl
ガ
ス
作
の
肖
像
画
『
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
』
。
赤
ら
顔
に
〉
か
み
タ
バ
コ
を
か
ん
だ
黒
い
鈎
形
の
し
み
跡
（
五
三
五
）
＼
－

0
2
2

図
。
即
時
島wg
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（
小
さ
な
一
団
の
、
あ
の
笑
を
ふ
く
む
自
を
も
っ
た
、
青
白
い
、
高
慢
な
少
女
〉

ロ
ロ

黒
の
ポ
ロ
帽
の
下
に
（
五
三
五
〉
＼8
5

唱
。
回
。
図
。
岡
崎
（
∞

N
也
〉
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（
話
者
が
す
れ
ち
が
っ
た
、
顔
色
が
ぱ
ら
色
の
少
女
も
〉

や
は
り
黒
の
ポ
口
帽
を
よ
ぶ
っ
て
い
る
が
（
五
三
五
〉
＼
（
宮
守
口
ロ
。

出
口σ
〉
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w
J
可ω
山
仲
間
口
同
ω
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ロ
ロ
唱
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図
。
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国
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（
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ハ
海
の
光
景
）
あ
る
個
所
で
は
、
嵐
の
な
ご
り
で
黒
い
が
（
五
四
一
〉
＼
g
A
E
b
S
F
W
仲
間
。
町
内F
E

ロ
ロ

o
p
円
円
。
g
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ハ
∞ω吋
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）
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（
例
の
小
さ
な
一
団
の
な
か
の
自
転
車
を
お
し
て
い
た
少
女
。
話
者
は
画
家
の
エ
ル
ス
チ
ー
ル
か
ら
、

ア
ル
ベ
ル
チ

l

ヌ
・
シ
モ

ネ
と
い
う
名
で
あ
る
こ
と
を
知
る
〉

ふ
く
ら
ん
だ
頬
の
あ
た
り
ま
で
ひ
き
さ
げ
た
例
の
ポ
ロ
を
か
ぶ
り
ハ
五

そ
の
黒
い
髪
の
上
に
、

四
四
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〈
エ
ル
ス
チ
ー
ル
夫
人
）
そ
の
黒
い
髪
も
、
も
う
白
く
な
り
か
け
て
い
た
（
五
四
八
〉
＼
路
ω

各
君
。
冨
M
E
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〈
現
像
・
焼
付
に
不
可
欠
な
、
孤
独
な
内
部
の
暗
室
。
エ
ル
ス
チ
ー
ル
に
よ
っ
て
ア
ル
ベ
ル
チ

i

ヌ
に
紹
介
さ
れ
た
話
者
は
、

あ

と
で
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
、

ふ
た
た
び
元
の
自
我
に
立
ち
か
え
っ
た
と
き
、

は
じ
め
て
快
楽
を
お
ぼ
え
る
）
快
楽
は

ひ
と
り
に
な
り
、

そ
の
点
、
写
真
と
お
な
じ
だ
。
愛
人
の
ま
え
で
と
る
も
の
は
、
写
真
の
陰
画
で
し
か
な
く
、
そ
れ
を
現
像
す
る
の
は
、
も
っ
と
あ

と
、
ひ
と
た
び
自
分
の
部
屋
に
こ
も
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
あ
い
だ
は
出
入
り
「
禁
止
」
に
な
っ
て
い
る



あ
の
わ
れ
わ
れ
の
内
部
の
暗
室
を
、
わ
れ
わ
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自
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使
え
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よ
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る
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（
タ
キ
シ
ー
ド
の
作
法
を
心
得
ず
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
クu
ホ
l

ル
な
ど
に
現
わ
れ
、
ゴ
ル
フ
選
手
で
パ
カ
ラ
の
あ
そ
び
手
の
オ
ク
タ

ー
ヴ
を
困
ら
せ
る
ヴ
ェ
ル
デ
ュ
ラ
ン
氏
）
村
の
公
証
人
の
よ
う
な
黒
服
に
黒
ネ
ク
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イ
の
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士
（
五
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む
っ
と
し
た
顔
を
し
て
く
る
り
と
横
を
向
け
た
そ
の
ア
ル
ベ
ル
チ
i
ヌ
の
頭
の
上
に
、
う
し
ろ
髪
、
が
ほ
か
の
と
こ
ろ
と
ち
が
っ

て
、
ひ
と
き
わ
黒
く
、

ま
る
で
さ
っ
と
水
か
ら
出
て
き
た
よ
う
に
、
光
っ
て
い
た
。
私
は
ぬ
れ
た
牝
鶏
を
連
想
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ブルーストの「黒」のイメージ（埋木〉

そ
し
て
そ
の
髪
は
、
か
す
か
に
む
ら
さ
き
を
お
び
た
ば
ら
色
の
顔
と
神
秘
な
光
を
放
つ
ま
な
ざ
し
と
が
こ
れ
ま
で
宿
ら
せ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
魂
と
は
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つ
の
魂
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ア
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ヌ
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ハ
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
語
る
ヨ
ッ
ト
競
技
会
に
集
ま
る
着
飾
っ
た
女
た
ち
。
さ
く
ら
ん
ぼ
色
の
ブ
ロ
ケ
l
ド
や
み
ど
り
の
ダ
マ
ス
を

身
に
つ
け
た
女
た
ち
、

一
方
、
〉
真
珠
を
ぬ
い
ち
り
ば
め
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
レ
l
ス
を
か
ざ
っ
た
黒
の
パ
フ
・
ス
リ
i

ヴ
に
自
の
裏

地
が
透
い
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見
え
る
ス
ラ
ッ
シ
入
り
の
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（
話
者
が
思
い
だ
す
、
『
千
一
夜
』
を
描
い
た
プ
チ
・
ア
ー
ル
用
の
皿
、
そ
の
皿
と
そ
れ
の
か
ざ
り
模
様
は
、
あ
の
灰
色
の
、

シ

ヤ
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ン
パ
i
ニ
ュ
地
方
ら
し
い
コ
ン
プ
レ
ー
の
な
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
色
彩
で
は
め
こ
ま
れ
て
い
た
）

あ
た
か
も
暗
い
教
会
の
な
か
の
、

ち
か
ち
か
光
る
宝
石
の
は
い
っ
た
ス
テ
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・
グ
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の
よ
う
に
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（
話
者
が
オ
ク
タ
i
ヴ
や
ア
ン
ド
レ
と
い
る
と
こ
ろ
へ
、
散
歩
の
ア
ル
ベ
ル
チ
l
ヌ
が
や
っ
て
き
た
）

彼
女
の
黒
い
髪
の
毛
の
下

に
は
、
垂
直
の
額
が
、
私
の
抱
い
て
い
た
不
確
実
な
映
像
と
対
立
し
た
、
：
・
そ
の
一
方
で
、
そ
の
額
の
白
さ
が
私
の
目
に
強
く
食
い

こ
む
の
で
あ
り
（
六
O
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（
グ
ラ
ン
ド
H

ホ
テ
ル
の
ア
ル
ベ
ル
チ
l
ヌ
が
と
っ
て
お
い
た
部
屋
で
、
私
は
初
め
て
彼
女
に
接
吻
を
し
よ
う
と
す
る
。
窓
の
外

の
谷
聞
が
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
顔
、
頬
は
、
充
血
し
て
い
っ
そ
う
ば
ら
色
に
見
え
、
〉
軽
く
カ
ー
ル
し
た
黒
い
長
い

組
毛
の
一
つ
が
、

そ
の
頬
を
、
上
か
ら
下
に
横
ぎ
っ
て
い
た
。
私
を
よ
ろ
こ
ぼ
せ
る
た
め
に
そ
の
組
尾
を
全
部
ほ
ど
い
て
い
た
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カ
メ
リ
ヤ

（
ア
ル
ベ
ル
チ
l

ヌ
や
話
者
の
女
友
達
ア
ン
ド
レ
。
彼
女
の
ま
え
で
は
、
話
者
は
、
夜
、
闇
の
な
か
に
咲
く
白
椿
を
な
が
め
る
よ

う
な
快
感
を
お
ぼ
え
る
〉

ア
ン
ド
レ
の
ま
え
で
は

l
l

こ
れ
は
そ
の
白
い
頬
が
、
そ
の
髪
の
黒
さ
で
き
り
っ
と
目
立
っ
て
い
た
（
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